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巻頭言

平成 23年 3月 11日 に発生した東北地方太平洋沖地震は津波により、福島第丁原子力

発電所に大きな災害を生起させた。事故収東に向けて作業は7年目を向かえている。新規

制基準への対応が申請された原子力発電プラントのその適合性審査が行われ、合格となっ

たものは再稼働されたが、原子力を取り巻く環境は引き続き厳しい状況にある。こうした

中、原子力研究所は近隣住民からの原子力や放射線 。放射能の質問や放射線測定への対応、

一般市民団体や小学校から大学までのエネルギー 。原子力教育への協力、原子力研究開発

機構等との福島支援に係る森林や湖沼での汚染状況や線量評価に係る共同研究を行つてき

た。原子力研究所は原子力の専門家を擁する集団組織として、分かりやすく説明し、その

役割を果たすことが期待されるところであり、これら活動の他、外部利用を含めた放射能

測定機会の提供、市民への情報の提供や放射線教育等リスクコミュニケーション活動を積

極的に行つており、今後とも継続 して行きたい。

原子力研究所は1963年 に初臨界となった研究用原子炉を用い、原子力の利用開発の

基礎研究施設として日本でも類をみない全国大学の共同利用施設として、特色ある医療照

射、放射化分析等の研究に使用され、1976年 に開設された原子力専攻の院生等の研究

教育、原子炉運転実習にも活用されてきた。しかし、■989年に原子炉タンクからの水

漏れ事故が発生し、 10数年の葛藤を経て、2004年 には原子炉の廃止を決定した。そ

の後、国に提出した廃止措置計画書に沿つて、使用済燃料を米国に返還し、原子炉施設・

設備の機能停止措置を終え、屋外に設置していた液体廃棄物処理場では機器や建屋等を撤

去し、管理は原子炉室内のみに集中できるものとした。歴史ある原子炉施設は廃止措置中

である特徴を、整備を進めてきた放射性同位元素使用施設は放射化分析で培つた分析技術

を生かし、また、新たな化学分離・物性評価技術並びに小型加速器の構築等を進めており、

これらを学内外の教育・研究設備として、有効に活用して行きたい。          i

本学においては、2009年 度に原子力安全工学科、2011年 度には共同原子力専攻

を開設して、将来の原子力・放射線技術を担う人材育成を積極的に推し進めてきている。

原子力研究所の教員はこれらの教育研究も行つている他、原子力研究所は学科、専攻と一

体となり、実験実習等の教育や教員及び学生院生の研究の場として活用している。

研究所報は原子力研究所のこうした教育、福島支援を含む各種研究活動の最新の成果及

び保安管理活動の内容を総括したものである。関係者の皆様には、ご高覧をいただき、忌

憚のないご意見を賜りたく、また、今後ともご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

平成 29年 8月

東京都市大学原子力研究所

所長  三橋 偉司
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教育並びにセ ミナー等の実施

○原子力安全工学科 3年生 原子力実験実習

平成 28年度前期 :4/12～ 6/7(保安教育 1日・実験 6日 ×4班・理解度確認 1日 、 31名 )

・放射線管理区域において RI線源並びに廃止措置中の原子炉を使用 した実験実習

―イオン交換法を用いた化学分離

―環境試料分析

一原子炉シミュレーター

ーイオン源実験

―中性子測定

○原子力安全工学科 2年生 電気機械・放射線実験

平成 28年度後期 :1/13・ 20(保安教育・実験・理解度確認 2日 ×4班、 38名 )

・放射線管理区域における放射線・放射能に関する基本的な実験実習

一放射能表面汚染の測定

一γ線スペク トロメ トリー

ーサーベイメータの取扱い

一放射線の人体影響に関するDVD

○いわきものづくり塾「廃炉コー不」 いわきものづくり塾「廃炉コース」 いわきものづくり塾

「廃炉コース」都市大原研 (王禅寺キャンパス)見学会 平成 29年 3月 3日 (金)

・廃止措置中の研究用原子炉施設の見学

一研究用原子炉 TMGA―Ⅱ

―施療室 (小型静電加速器)

・放射性同位元素取扱施設

一Ge半導体検出器による低バックグラウン ド放射能測定

一高温化学実験 ・高温化学実験

―サーベイメタによる汚染検査の実演

○東京都市大学 特別シンポジウム

「火山性湖沼赤城大沼周辺調査報告」平成 29年 2月 22日 休 )

一福島の環境回復に向けた取 り組みT放射性セシウムの環境動態研究一

一赤城大沼の水圏生態系における放射性セシウムの動態

一山岳湖沼での放射性セシウムの挙動―赤城大沼から中禅寺湖、沼沢湖での取 り組み―

○第189回電気化学会溶融塩委員会 2016年 1月 27日 (水 )
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httpブ/msc.electrOchem.jp/commlttee_mes/189/index.h加 己

講演 松浦治明、「選択フッ化および溶融塩電解法を用いた燃料デブリの処理」

講演 内山孝文、「武蔵工大炉のあゆみと廃止措置の進捗状況」

参加者・見学者人数 50名

○柏門技術士会 2016年 8月 27日 (土)

松浦治明、「選択フッ化および溶融塩電解法を用いた燃料デブリの処理」

-150-
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外部発表

○加速器に関する研究発表

・加藤優弥、羽倉尚人ほか「タンデム静電カロ速器用小型冷陰極 PIG負イオン源の開発③ 」2

M08、 日本原子力学会 2016年春の年会(2016/3)

・羽倉尚人ほか「東京都市大学原子力研究所における 1.7MVペレトロン・タンデム加速器構

築の状況」Pl、 第 29回 タンデム加速器及びその周辺技術の研究会(20160

・松嶋大輔、羽倉尚人ほか「可搬型加速器中性子源ターゲット設計のための中性子及び Y線
評価」PIITS研究会(20160

・樫又恒一、羽倉尚人「放射化評価に影響を与える微量元素分析に関する検討」日本原子力学

会 関東・甲越支部 第 10回学生研究発表会(2017ノ9
・樫又恒一、羽倉尚人、内山孝文「将来の解体を見据えた研究用原子炉の廃止材中の微量元素

分析に関する検討」NDEC‐2Che second conference for R&D Initiative on Nuclear

Decommissionmg Technology by the Next Generatio→ (2017/3)

・串間祐亮、松鳴大輔、羽倉尚人ほか 助口速器駆動可搬型中性子源のターゲットおよび遮蔽設

計」 日本原子力学会 2017年春の年会(2017/3)

○福島事故による放射能 。環境放射能に関する研究発表

。 Masanobu Mo五 ,Kin‐ichi Tsunoda,  Shoichi Aizawa, Yoichi Saito, Yuko Koike,

TakahirO Gonda,Shutti Abe,Kyuma Suzl通ェ Yumi Yuasa, Toshihiro Kuge,Hideki

Tanaka,Httime Arai,Shun Watanabe,Seiichi Nohara,Yoshitaka Mintt Yll薦 ko

Okada, Seiya Nagao, "Fraction of radiocesiullll in soil, seЯ iments, and aquatic

organismsin Lake Onuma ofMt.Aka飢 "GllnlIIla Prefectllre using sequential extraction,

Science ofthe Total EIlvLrOnTnent,5751247‐ 1254(201つ

。長橋孝将、松浦治明、今川峻、内山孝文、鈴木究真、湯浅由美、渡辺峻、新井肇、野原精

一、岡田往子,「赤城大沼周辺土壌の放射性セシウム濃度分布」,2016日 本放射化学会年

会・第 60回放射化学討論会,(20160

・ Y.Mintt T.Mi■ lra, C.Yonezawa,Ⅱ .Iawallloto,M.Shibukawa,Y_Takag義 M.

Fllrukawa,F.Arakawa,Y.Okada,K.Kakita,I.Kaima,S.Hirai,"Certi■ ed Reference

Mate五als of agricultllral products and foods bearlng radioactivity tom the Fukushima

nuclear accident,"J.Radioanal.Nud.Chem.,307(3),査読有,2421‐ 2425(2010.

・ M.Kato,Y.Okada,S.Hira■ ,Y_Minai,S.Saito,and M.Shibukawa,"CoHlparative

analysis of distributions of radioactive cesi―  and potassillnl and stable cesi117n,

potassium, and strontium ■Il brown rlce grains contall■ lnated wlth radioactive
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mate五als released by the Fukusbima Daiichi Nuclear POwer PlЯ nt accident,"」
.

RadiOanalo Nud_Chem.,310(1),査 読有,247‐2520010。

・ 鈴木 策真,小野関 (湯浅)由 美,田中 英樹,松岡 栄一,久下 敏宏,角 田 欣一,相澤 省

一,森 勝伸,野原 精一,薬袋 佳孝,岡 田 往子,長尾 誠也メ「ワカサギにおける放射性セシ

ウムの生物学的半減期の推定」,日 本水産学会,(査読有),82,774-776(2016)_

・ 中町鴻,廣瀬正明,木川田喜一,廣瀬勝己,岡 田往子,鈴木章悟,本多照幸,「逐次抽出法に

よる川崎の大気浮遊塵中に存在する福島原発事故由来放射性セシウムの存在形態」,分析化

学,64(0,査読有,589-594(2015).

・ Yo Minai , To Miura, C. Yonezawa, H. IwЯ mOto, 卜〔. Shibukawa, Y. Takagai, M.

F■lFukaWa, F. Arakawa, Y.Okada and 3 more, "Certi■ed reference materials of

agricultllral products and foods beaf■ lllg radioactivity± ollll the Fukushima nuclear

accident,‖   j. Radioanalytical  and  Nud. Chem., 査  読  有  ,DOI
10.1007′ s10967-015-4445… 2,(2015)。

・ 鈴木究真,小野関‐湯浅由美,渡辺 峻,新井 肇,田 中英樹,久下敏宏,角 田欣一,相澤省一,森

勝伸,阿部隼司,伊藤結衣子,野原精一,薬袋佳孝,岡 田往子,村上公一:今川 峻,長尾誠也,「赤

城大沼の湖沼生態系における放射性セシウム (137Cs)の 動態」,第 16回 「環境放射能」

研究会 PrOceedings of the 16h Workshop on Ellvronmental Radioactivity,(査 読神
｀
pp.222-229(2015).

・ Tsunoda,K。, Aizawa,S., Mott M。 , Sa■to, Y.,Koz』軋 D。,Koike,Y.,Abe,S.,

Suzuki,K., Kuge,T.,Izumi,S.,Tnnaka, H.,Onozel軋  Y.,Nohara,S,Minai,Y_

Okada, Y.,Nagao, S., ``Envlllo71mental Contalllllnations with RadiocesiuIIIl in Lake

On■llllla on Mt.Akagiin Gunma Prefectllre Emitted by the Fukushima Daiichi Nuclear

Power Plant Accidenザ',Tenth lnternational Conference on lⅦ ethods and Applications of

Radionnalytical Chemistry CMARC Ю, Apri1 13th, 2015, Kailua…Kona, Hawaii,

USA(2015).

・ TsunOda,K.,Aizawa,S.,Mo五 ,M.,Koz」こ D。,Koike,Y_,Abe,S.,Ito,Y_,Suzuki,K.,Yuasa,

Y.,Watanabe,S.,Artt H.,Tanaka,Ⅱ .,Kuge,T.,Nohara S,Minai,IOkadaぅ Y.,Nagao,

S.,Cn宙teめ "Radiocesi― ContaIIllnat■ons in Lake Onuma on Mt.Akagi after the

FDNPP Accident"The 8th Asia Pacぜ h Symposil17n On IOn Analysis,August 31 to

September 3,2015,Makuhari Messe,Chiba,Japan.(201め .

・羽倉尚人、松浦治明、内山孝文、岡田往子「り川崎北部における大気浮遊塵中の放射性セシウ

ム濃度と空間線量率の経年変化」,B■INSEKI KAGAKU,Vol_66,No.3,pp.1-4(201つ (印刷

中)

・三橋 偉司、「空間線量率と放射能濃度との相関に基づく放射能濃度の評価手法」、一般財
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団法人 日本クリーン環境推進機構 技術参与会、平成 29年 2月 17日

○高温・化学に関する研究発表

・ 日本原子力学会春の年会@東北大 2016年 3月 25日 (金)-3月 27日 (土 )

http://―w.ae輔 .net/events/2016allnual

松浦 治明,根津 篤,大野 真平,新井 岡1,渡部 倉1,佐野 雄一,竹内 正行、「MA回 収

用吸着材に吸着されたユウロピウムの EXAFS構造解析」

大野貴裕、佐藤修彰、根津篤、内山孝文、埜浦治明、「フッ化水素によるウラン‐ジルコニ

ウム混合試料のフッ化挙動 (ポスター)」

。2016年 6月 29日 (水)JAEA一芝浦工大二筑波大との共同研究「MA回収用吸着材の最適

化に関する研究」

・2016年 12月 15日 (木)J劇弘 一芝浦工大一筑波大との共同研究「MA回収用吸着材の最

適化に関する研究」

・ 日本原子力学会秋の大会@久留米シティプラザ 2016年 9月 7日 (水)-9月 8日 (金 )

http://w― .aesi.net/events/2016fall

大野 貴裕、佐藤 修彰、根津 篤、内山 孝文、松浦 治明、「フッ化水素によるウラン ジ̈ル

コニウム混合試料のフッ化挙動」

・電気化学 日米合同大会 PRIME12016@ハ ワイコンベンションセンター

2016年 10月 2日 (日 )-6日 (木 )

http:〃 Ina.ecsdl.org/contentMA2016¨02/47

Takahiro Ono, Nobuaki Sato,Atsushi Nezu, Takafumi Uchivama.Яnd Haruaki

Matsullra,"FluOrmation Behav■ or of Uramum¨ ZircoFllllIIll Mixtllre by Hydrogen

Fluo五de"

Haruaki Mats■lllra,Atsushi Nezu,Hiroshi Akatsuka,Akihiro Uehara,alld Toshini

F可二 "Fluo五de Addition Ettcts on VoltnmmogrЯ ms and UV‐ Vis Spectra of

Neodyn■i1lm Cat■ on in Molten ChloFideS"

・第 48回溶融塩化学討論会 2016年 11月 24日 (本)-25日 (金)

h枷ミKSC.electrochemjp/tollron.html

差堕翌盪己江森 達也,内山 孝文,岡 田 往子,松浦 治明、「lB12 溶融 LiCl‐KCl中の希土

類元素の電気化学的挙動におけるフッ化物添カロ効果」

江森 達也,岡田 往子,松浦 治明,内 山 孝文,井崎 恭子、「lA02 LiCl"KCl共晶溶融塩中に

おける酸化物共存下でのジルコニウムの電気化学的挙動」

・日本原子力学会春の大会@東海大学湘南キャンパス 2017年 3月 27日 (月 )-3月 29日 (水 )

http=!|….aeSj・net/activity/allnual―IIleetingノ next n■ eettng
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松浦治明、田治見祐里、椎名慶、内山孝文、橋本拓、川島英典、柿原敏明、「バナジウム添

加ホウケイ酸ガラス中の模擬廃液成分の EXAFSに よる局所構造解析」

佐野 準一、渡部 倉J、 松浦 治明、新井 岡J、 「走査型透過 X線顕微鏡による放射性元素回

収用吸着材の構造解析」

大野 貴裕、内山 孝文、根津 篤、佐藤 修彰、松浦 治明、「燃料デブリ処理のためのウラ

ン‐ジルコニウム酸化物の相関係 とフッ化水素によるフジ化挙動」

○廃止措置に関する研究発表

平成 28年度弥生研究会、平成 29年 3月 6日 (月 )

羽倉尚人他、 「武蔵工大炉の廃止措置の現状と今後の施設利用計画」

○日本原子力学会関甲越支部学生発表会

平成 28年 3月 11日 (金)第 9回 日本原子力学会関東甲越支部学生研究発表会@東海大学

高輪キャンパス

・井崎 恭子,内山 孝文,松浦 治明,岡 田 往子、「RI施設中雰囲気の簡便な流れ解析」

。梶本 雅俊,根津 篤,内山 孝文,佐藤 修彰,松浦 治明、「フジ化水素による鉄化合

物のフッ化挙動」

0坂根侑,根津篤,内山孝文,佐藤修彰,松浦治明、「フッ化水素によるジルカロイのフッ化

挙動」

・佐藤 瞬,新井 岡1,岡田 往子,松浦 治明、「X線吸収微細構造による抽出剤に吸着された

希土類元素の評価」

。三善 真秀,根津 篤,内山 孝文,松浦 治明、「ニッケルを含むフッ化 リチウム溶融塩に酸

素が与える影響」

平成 29年 3月 10日 (金)第 10回 日本原子力学会関東甲越支部学生研究発表会

。長尾瞭平、「有限傾斜地における空間線量率評価手法を用いた線源の変化と空間線量率との

相関に関する経年変化の調査 と検討」

。大井亮昌、「軽水炉燃料の燃焼度測定に関する基礎的検討」

・舟生慶大、羽倉尚人「川崎大気浮遊塵の計測と計測法の検討」

・椎名 慶,田 治見 祐里,内 山 孝文,柿原 敏明,川 島 英典,橋本 拓,松浦 治明、「Vを含

む溶融ホウケイ酸ガラス中の模擬廃棄物の局所的な構造 ―Si/B比の効果」

・田治見 祐里,椎洛 慶,内 山 孝文,橋本 拓,川島 英典, 柿原 敏明,松浦 治明、

「Vを含む溶融ホウケイ酸ガラス中の模擬廃棄物の局所的な構造一アルカ リ含有率の効

果」

・佐藤 忠義,内山 孝文,松浦 治明、「酸化物が共存したフッ化ジルコニウムのフッ化物
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溶融塩への溶解挙動」

・片井 雄也,渡部 創,佐野 雄一
,― 安倍 諒治,櫻井 智明,新井 剛,内山 孝文,松

浦 治明、「MA回収用吸着材中の Eu錯体構造解析」

・江森 達也 ,岡 田 往子,内 山 孝文,松浦 治明、「ジルカロイ再生を目的とした塩化物浴中

におけるジルコニウムの電気化学」

・中村 建翔,三善 真秀,内山 孝文,岡田 往子,松浦 治明、 「モ リブデンを含むフッ

化 リチウム溶融塩に酸素が与える影響」
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